
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

Efforts to improve work through a “collaborative work system” 
 

—An attempt to prepare manuals for each type of work— 
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We have prepared manuals for each type of work. This clarified work and enabled information sharing, and that in 

turn helped to improve work and ensure work collaboration.  
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表 2. 改定マニュアル 

 

白菊会総会および筑波大学篤志解剖体慰霊式 

担当業務別マニュアル(2012 年改定) 

医学系技術室 

 

　　　　　　　　　         

業務No. 業 務 内 容 担当者数 付 記

1 連絡係・全般の補助 一日 8:45 ～　15:30 4 （技術専門官）

2 白菊会会員対応（総会 ～ 送り出し） 一日 〃 2  献体事務担当者

3 白菊会総会受付 午前 8:45 ～　12:30 2

4 案内・誘導（総会・記念撮影・懇談会、各会場への移動） 午前 〃 7

5 来賓受付 午前 11:30 ～ 13:30 2  1名は白菊会総会受付担当者が兼任

6 慰霊塔参拝誘導 午後 12:15 ～ 14:00 4 （連絡係が兼任）

7 慰霊式受付 午後 12:30 ～ 15:30 5

8 式場への案内・献花時の補助 午後 〃 6

9 献花時の補助（車椅子使用者対応） 午後 14:00 ～ 15:00 2 （連絡係が兼任）

10 式場内の案内・献花時の誘導 午後 12:30 ～ 15:30 6

11 片付け 15:30 ～ 16:00  午後の担当者全員

必要配置延べ人数

   一日（技術専門官、献体事務担当者）・・・　6名

   午前　　　　　　　　　　　　　　 ・・・ 　9名

   午後　　　　　　　　　　　　　　 ・・・　17名

技 術 職 員 業 務 配 置 表　(2012.11.29)

配 置 時 間

流海水型小型ベントス個別飼育装置の製作 
土屋 泰孝、佐藤 壽彦、品川 秀夫、山田 雄太郎 

 筑波大学研究推進部研究企画課（下田臨海実験センター） 

〒415-0025 静岡県下田市 5 丁目 10-1 

 

概要 
下田臨海実験センターでは教員・学生・研究者に

よる採集調査及び多くの生物の飼育実験が行われて
いる。その中でもベントス（底生生物）の飼育は海
洋生物の生態学的な研究において不可欠である。
我々は南日本沿岸性小型ベントスであるサラサエビ
（図 1）の生態解明のために、流海水条件下で長期
飼育のできる装置の開発を行った。本論では、この
小型ベントス用流海水型個別飼育装置について、そ
の詳細を報告する。この飼育装置の応用範囲は広く、
多くの小型ベントスの個別飼育に利用することがで
きると見込まれる。 
キーワード：小型ベントス、サラサエビ、飼育装

置、流海水  

１．はじめに 
沿岸性小型ベントスの中でもサラサエビは潮下帯

岩礁域の転石帯に生息する。その生態については未
知の部分が多く、雄性先熟型異時的雌雄同体である
可能性も示唆されている。しかしながら、未だその
生態の詳細は解明されておらず、生態学的研究のさ
らなる発展のためには、長期の個別飼育実験が必須
である。 
小型ベントスの飼育の方法には、大別して止水飼

育と天然海水の掛け流しによる流海水飼育の 2 つ
がある。多くの室内実験では止水型の飼育システム
が採用されるが、臨海実験センターのように海から
間近の研究施設では、掛け流し型の流海水飼育シス
テムを採用することができる。しかしながら、流海
水型飼育システムで個別チャンバーに生物を収容し
て飼育するには、困難が伴う。採水した海水が海況
の影響を受けて浮泥を含む場合には、泥の堆積で海
水流路が塞がれたり、飼育生物の窒息を招いたりす
ることがある。また、個別チャンバー内の流速を均
一に保つことも難しい。我々の製作した流海水型個
別飼育装置では、これらの障害を解決することがで
き、サラサエビの長期飼育が可能となった．本報で
は、この飼育装置について報告する。 

２．飼育装置の作成 

2.1 個別飼育容器 
飼育容器に開けた直径 5 mm の穴にホースを差し

込み、海水を導入した。また直径 90 mm、高さ 115 
mm プラスチックの円筒型容器の蓋に直径 50 mm 
の穴を開けて汚れた海水を排水するようにした。こ
の穴には目合い 2.5 mm のメッシュを貼り付けて
サラサエビが逃げないようにし、新鮮な海水が常時
循環流するようにした（図 2）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

2.2 水量調整容器 
市販の蓋付きタッパー直径 110 mm、高さ 95 mm

を利用して、蓋の中心に直径 23 mm の穴を空けて
直径 13 mm 塩ビ管を差し込んで海水の注入口にし
た。分岐は容器の底からの高さ 25 mm の所に開け
た 16 個の穴にエアーホースジョイントを接着し、
等量の海水が流出するようにした。またエアーが溜
まるとホースから均一に海水が流れないため、蓋に
上部に空けた直径 5 mm の穴にホースを刺してエ
アー抜きが出来るようにした（図 3）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

図 1 サラサエビ 

図 2 個別飼育容器（mm） 

図 3 水量調整容器（mm） 
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2.3 飼育装置 
飼育装置上部に 45 cm × 30 cm の濾過機を設

置し、塩ビ管を通して水量調整容器に海水を導入
した。またエアー抜きをして海水が満たされたの
を確認してから海水を導入することで、各飼育容
器への流量を均一にすることに成功した。この独
立飼育装置により飼育容器同士での影響を排除
することが可能となった（図 4）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

３．サラサエビ飼育実験 
この飼育装置により、他の個体の影響を受けずに

長期の飼育実験が可能となり、サラサエビの成長お

よび繁殖生態についての実証実験を行うことができ
た。本飼育装置の応用範囲は広く、多様な小型ベン
トスの飼育に利用できると考えられる。引き続き装
置の改良に努め、より多くの飼育実験を行えるよう
にしたい。 

４．不具合 
飼育中は小型水槽用の海水濾過機を使用していた

が、台風や低気圧の影響で海が荒れて海水に異物が
多く混入した際には、しばしばフィルターやホース
にゴミや泥などが詰り、海水があふれ出るなどのト
ラブルがあった。またホース接続部のタッパーには
エアーが入り、空気が一定以上たまると海水がス
トップしてしまうことがあった 

５．まとめ 
この飼育装置を使うことにより均一な海水の供給

と、他の影響を受けずに飼育することが可能となっ
た。一方、フィルターやホースの目詰まりがあり、
使用者が定期的に確認して掃除するなど随時対応を
取る必要があった。今後は海水の大型濾過槽を設置
するなどの対応が必要である。今回の飼育装置製作
の試みにより、他個体の影響を受けない個別飼育を
流海水条件下で行うことが可能になった。この装置
の利用と改良によって、今後も多くの底生生物の飼
育実験を続けて行きたいと考えている。 

 
 
 

A rearing system using individual chamber for macro-benthic animals under 
running seawater    

 
Yasutaka Tsuchiya, Toshihiko Sato, Hideo Shinagawa, Yutaro Yamada 

 
Shimoda Marine Research Center, University of Tsukuba,  

5-10-1 Shimoda, Shizuoka, 415-0025 Japan 

 
 A rearing system for macro-benthic animals under running seawater was constructed. Running seawater 
was stored at a main tank and distributed to 16 individual chambers. Seawater was pre-filtered and the water 
pressure was controlled. Individual chamber was provided for each animal under ecological observation. The 
system was successfully used for the long-term rearing experiments of Rhynchocinetes uritai Kubo. The system 
will be also applicable for various types of marine macro-benthic animals.  
 
Keywords: macro-benthos; running seawater; rearing system; individual chamber 

 
 

図 4 飼育装置 

菅平高原実験センターにおける安全管理 
金井 隆治、正木 大祐、池田 雅子  

筑波大学生命環境科学等技術室（菅平高原実験センター） 

〒386-2204 長野県上田市菅平高原 1278-294 

 

 

概要 
菅平高原実験センターにおける安全管理に関して

技術職員が中心となり進めてきた活動とその内容を
報告する。 
 
キーワード：救急救命講習、応急手当、防災訓練 

１．はじめに 
菅平高原実験センター(以下：センター)では野外

フィールドを利用した活動が行われている。利用者
は筑波大学の学類生および大学院生以外に、他大学
からの学生や研究者、さらに地域の小中学生から高
齢者まで多岐にわたり、その数は年間 5000 人以上
になっている。また、センターは標高 1300 m に位
置し、医療機関や消防署からの緊急車両の到着時間
には 20 分以上を必要としているため、緊急事態へ
の対応が重要である。 
以上のことを踏まえ、センターでは技術職員が中

心となり、教職員と常駐学生、さらに現在養成して
いるボランティアスタッフも参加した自主防災訓練
や応急手当講習会ならびに自動体外式除細動器
(AED) 講習会を実施している。講習会は実技を交え
て定期的に実施することで、関係者の防災意識の向
上を促し、緊急時に対応できるスキルの習得を目指
している。  
平成 24 年度は 7 月 9 日午前に放水訓練、消火

訓練を行い、午後からは応急手当講習会を行った。
前年度の平成 24 年 1 月 13 日には救急救命講習
会を開催した。放水訓練・消火訓練は上田市消防団
菅平分団、その他の講習会については上田地域広域
連合消防本部真田消防署に講師を依頼した。また、
平成 24 年度からは、学内外の利用者にアレルギーに
対する健康診断問診票による問診調査を行い、今後
の受入れ態勢の改善を図った。なお、健康診断問診
票の利用は筑波大学では初の試みであるため、テス
トケースとして運用した。 

２．放水訓練 
放水訓練は、上田市消防団菅平分団員の指導のも

と開始した。センター内には 3 個所の消火栓が設置
されており、各消火栓付近に器具箱が設置されてい
る。今回は一個所の消火栓と器具箱を使用して訓練
を行った。 
訓練は始めに器具箱の説明を受け、器具箱の中に

消火栓の開閉に使用するレンチ、消防用ホース、ホー
スの先端に取り付ける筒先が収められていることを
確認した。続いてレンチを使用しての消火栓の開け
方、消防用ホースの接続方法、筒先の接続方法や持

ち方を受講した(図 1)。その後、消火栓に数本のホー
スを接続し、筒先を装着して放水を行った(図 2)。 
放水訓練は安全を考慮し、消火栓を全開にしなかっ
たため、放水時の水力は強く感じなかったが、放水
時の水量の多さは実感できた。 
実際の消火活動の際はエンジン付きのポンプを使

用するため、放水時の威力も段違いになるとのこと
であった。 

３．消火訓練 
消火訓練は、オイルパン(金属製のたらいのような

もの)に油を注ぎ、着火したものを消火対象として、
消火器の噴射時間と消火段階を確認し、消火器の使
用時に必要となる技術や力量を体得した。実践者以
外は、その様子を見学した(図 3)。 
消火器の噴出時間は十数秒であったが、消化能力

は高く、オイルパンの中の火は短時間で消火するこ
とが出来た(図 4)。しかし、火を目前にすると興奮
する様子が見られ、危険と思われる距離まで火に近
づいてしまう場面があった(図 5)。消火対象には適
切な距離を保てないと消火器の性能を十分に発揮で
きないだけでなく、自身の危険性も増してしまうた
め注意が必要であった。 

図 2. ホースを繋げての放水の見本

図 1. 消火栓と器具箱(右の赤い箱) 
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